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産総研による津波堆積物研究の例

2003年9月
十勝沖地震

【地震本部】
平成7年1月17日に発生した阪神・淡路
大震災の経験を活かし、地震に関する調
査研究の成果を社会に伝え、政府として一
元的に推進するために設置された特別の
機関。（地震本部ウェブサイトより引用）

＊共同研究機関：カナダ・サイモンフレイザー大学、アメリカ・サザン・ミシシッピ大学、筑波大学、東京大学、
アメリカ・バージニア工科大学、シンガポール・南洋理工大学、アイルランド・メイノース大学、イギリス・地質調査所との共同研

2022年
過去の巨大津波によって
巨礫が移動したことについて

論文を発表

2007年
橋杭岩

（和歌山県串本町）の
調査を開始

南海トラフ

2011年3月
東北地方太平洋沖地震
（東日本大震災）

大正関東地震から
100年
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1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2012年 2013年 2014年 2015年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年2003年 2011年 2016年

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る
地震防災対策の推進に関する
特別措置法（日本海溝特措法）
（平成16年法律第27号）の施行

検討対象地震の一つとして「500年間隔地震」が選定

2005年内閣府

千島海溝沿いの地震活動の
長期評価（第三版）の公表

2017年地震本部

1990年代後半
北海道東部で
津波堆積物の
調査を開始

北海道
2009年

「500年間隔地震」の
再来間隔について
論文を発表

2015年
「500年間隔地震」について

見直しを行うために
地質調査を再開

2003年
先史時代に発生した

「500年間隔地震」について
論文を発表

日本学術振興会 科学研究費助成事業（科研費）など 

2021年
約1000年前に房総半島沖で
発生した巨大津波について

論文を発表

2013年
九十九里地域で
津波堆積物の
調査を開始

日本海溝
南部

海外研究機関との共同研究＊

2004年
仙台平野～茨城県沿岸で

津波堆積物の
調査を開始

日本海溝
中部

2019年地震本部

日本海溝沿いの地震活動の
長期評価の公表

三陸沖から房総沖にかけての
地震活動の長期評価（第二版）の公表

2011年地震本部

2010年
宮城県沖～福島県沖で
869年に発生した

貞観地震の報告書を提出

2015年
1454年に発生した
享徳地震について
論文を発表

文部科学省委託研究
「宮城県沖地震における
重点的調査観測」
（2005年～2009年）

日本学術振興会 科学研究費助成事業（科研費）など

津波堆積物の調査で得られ
たデータは、内閣府や地震
調査研究推進本部が参照
し、国としての防災施策・
地震の長期評価に活用され
ています。

橋杭岩

2022 20232024 2025年年

13世紀～14世紀に
発生した巨大地震の
破壊領域について発表

2025年地震本部

南海トラフの地震活動の
長期評価（第二版一部改訂）の公表

2022 20232024 2025年年


